
金
滞
古
蹟
志
巻
十
八

十
二
冊
定
書
に
載
せ
た
る
金
滞
通
町
筋
町
割
附
に
.
野
町
七
町
拾
三

間
三
尺
と
あ
り
。
此
の
町
は
醤
務
中
は
本
町
廿
七
町
の
一
町
な
り
。

奮
停
に
去
ふ
。
往
昔
は
此
の
地
漣
金
津
市
外
の
瞭
野
に
て
、
泉
野
と

稿
し
松
原
注
り
し
に
‘
金
津
市
街
取
庚
め
ら
れ
し
時
町
地
と
た
し
、

泉
野
町
と
掛
併
せ
し
を
‘
時
稿
し
て
野
町
と
呼
ぺ
り
。
泉
野
は
八
ク
村

あ
る
を
、
是
も
今
時
稀
し
て
野
八
ク
と
呼
べ
り
。
野
八
ク
は
泉
野
八

ク
の
時
稽
に
て
、
野
町
の
町
名
と
同
じ
と
い
へ
り
。

。

泉

野

葱
藩
二
世
般
大
納
言
利
長
卿
鷹
場
法
度
の
判
書
に
、

法

度

い

づ

み

野

於
品
賞
地
-
た
か
っ
か
ひ
侯
事
、
大
た
か
・
小
た
か
に
よ
ら
宇
、
堅
令
。
帯

止-轟
-e

若
背
a
法
度
一
狼
に
つ
か
ひ
候
も
の
有
v
之
ば
.
ひ
そ
か
に
可
昌
申

上
一
ほ
う
び
を
可
v
治
者
也
。

慶
長
十
一
年
四
月
廿
六
日

判

金
海
事
蹟
必
鎌
に
云
ふ
。
今
の
野
町
港
上
t

下
、
犀
川
の
漣
り
を
古
は

泉
野
と
綿
し
.
泉
村
の
地
・
な
り
。
一
撲
大
将
洲
崎
泉
入
道
鹿
島
晶
た
ど

の
一
族
共
.
此
の
漣
に
居
舘
し
居
た
り
と
。
共
の
頃
は
田
畑
・
民
家
も

た
〈
‘
腕
野
た
り
し
か
ど
、
後
退
々
一
致
ク
村
民
分
れ
、
増
泉
・
米
泉
・

. 松
を
見
申
候
へ
ば
‘
或
は
一
尺
廻
り
或
は
七
・
八
寸
廻
り
入
交
り
御

座
候
。
又
間
は
或
は
六
・
七
尺
或
は
八
・
丸
尺
も
御
座
候
旨
申
上
ぐ
る

底
、
開
召
し
、
何
の
御
意
も
伊
之
、
少
し
御
は
や
官
民
て
聞
務
不
v
申

事
も
御
座
候
へ
ど
も
、
押
返
し
奉
ν
窺
事
も
辞
仕
‘
夫
よ
り
御
供
仕

り
、
溜
野
屋
へ
被
v
鏡
v
入
云
々
と
、
亡
父
瀬
兵
衛
哨
申
。
と
あ
り
。
按

宇
る
に
、
右
は
年
暦
を
記
載
せ
宇
と
い
へ
ど
も
‘
若
し
く
は
明
暦
三

年
三
月
江
戸
参
観
の
時
た
ら
ん
か
。
一
ニ
登
記
に
、
今
年
三
月
廿
一
日

小
松
御
強
駕
、
卯
月
二
日
江
戸
御
渚
と
あ
り
て
‘
泉
野
の
地
の
開
墾

を
命
ぜ
ら
れ
ん
が
篇
に
、
山
本
瀬
兵
衛
を
し
て
小
松
の
体
を
見
せ
し

め
ら
れ
し
も
の
怠
ら
ん
。
管
家
見
聞
集
K
.
明
暦
三
年
九
月
泉
野
町

端
よ
り
寺
地
迄
之
閲
松
木
第
昌
御
伐
一
新
聞
に
被
=
仰
付
吋
御
奉
行
松
原

市
右
衛
門
・
郡
勘
三
郎
・
金
森
長
右
衛
門
・
森
口
六
右
衛
門
・
久
世
平
右

衛
門
・
和
問
平
兵
衛
。
右
各
t

葛
野
藤
太
夫
に
可
=
申
談
-
旨
。
と
あ
り

て
、
則
ち
泉
野
の
松
木
を
伐
取
り
、
新
聞
を
命
ぜ
ら
れ
た
り
し
と
聞

ゆ
。
改
作
所
奮
記
に
戟
せ
た
る
寛
文
十
一
年
二
月
晦
日
改
作
奉
行
よ

り
十
村
役
の
者
共
へ
の
遺
書
に
、
泉
野
新
聞
所
松
伐
候
に
付
、
枝
葉
・

末
木
等
に
う
に
い
た
し
置
候
慮
、
近
在
よ
り
狼
に
盤
取
申
由
。
村
々

へ
御
横
目
出
候
問
、
念
度
縮
り
可
=
申
付
吋
と
見
b
.
叉
同
年
二
月
廿

金
濁
古
蹟
志
容
.
十
八

四

西
泉
た
ど
の
村
落
出
来
、
皆
泉
村
の
出
村
怠
hν

し
故
K
.
泉
の
字
を

付
け
た
り
と
ぞ
。
改
作
所
奮
記
に
載
せ
た
る
、
一
元
総
十
四
年
三
月
旦

.
正
の
者
共
へ
泉
野
の
経
界
を
尊
ね
ら
れ
し
答
書
に
、
泉
野
と
申
は
野

田
道
よ
り
十
町
許
.
義
見
新
村
を
号
、
西
は
泉
村
を
限
り
、
東

は
野
岡
山
麓
ま
で
、
北
は
犀
川
を
限

p.
此
聞
を
泉
野
と
稀
し
た
り
。

昔
泉
野
村
・
泉
野
出
村
未
出
来
不
v
仕
以
前
は
、
都
て
松
原
た
り
し
由

侮
承
仕
。
と
あ
り
。
按
宇
る
に
、
三
壁
記
に
も
、
元
和
二
年
の
頃
は
‘

犀
川
大
橋
よ
り
坂
の
上
は
、
泉
野
と
て
畠
地
に
て
‘
所
々
に
松
左
ど

あ
り
。
と
記
載
す
。

O
泉

野

開

墾

山
本
基
府
の
微
妙
公
夜
話
鍬
に
云
ふ
。
微
妙
公
御
会
勤
の
節
.
山
本

溺
兵
衛
小
松
よ
り
御
供
仕
罷
越
鹿
‘
泉
野
入
口
右
の
方
は
松
原
に

τ

有
v
之
、
此
所
に
て
瀬
兵
衛
と
召
さ
れ
、
向
う
の
松
を
見
て
参
候
へ
と

御
意
友
り
。
は
っ
と
申
、
か
け
出
し
参
り
越
庭
、
掘
切
有
v
之
に
付
飛
込

候
へ
ば
、
腰
ぎ
り
有
v
之
を
、
漸
く
に
向
う
へ
か
け
上
り
候
て
、
松
を

見
候
へ
ど
、
と
く
と
合
賦
も
参
ら
歩
と
い
へ
ど
も
、
松
の
大
小
・
聞
の

遠
近
を
見
候
て
か
け
出
し
、
御
駕
飽
に
迫
付
候
へ
ば
、
犀
川
橋
の
上

に
御
駕
飽
を
立

τ、
川
の
上
下
御
覧
候
て
被
v
骨

mv
入
鹿
へ
走
り
付
、

， 五
日
大
窪
忠
左
衛
門
・
原
因
叉
右
衛
門
の
書
簡
に
‘
泉
野
新
聞
所
に

建
申
百
姓
家
御
用
に
候
問
、
か
や
一
高
賞
、
但
三
尺
縄
に
て
質
上
候

様
御
郡
方
へ
可
v
被
昌
仰
携
と
い
ふ
事
も
見
ね
た
り
。
=
一
盛
記
に
、
寛

文
十
一
年
に
犀
川
内
川
の
わ
れ
岩
と
い
ふ
鹿
よ
り
、
大
桑
村
の
山
の

腰
を
掘
還
し
1

野
閉
山
の
麓
泉
野
・
長
坂
の
下
六
道
林
.
悉
く
岡
地

に
関
護
仰
付
ら
れ
、
花
々
所
々
の
倒
れ
者
を
ぽ
新
百
姓
に
取
立
て
ら

れ
、
農
具
・
家
財
・
作
食
等
を
渡
さ
れ
、
野
田
の
麓
に
一
在
所
を
立
て

入
れ
さ
せ
給
ふ
。
是
世
間
の
非
人
ど
も
御
救
の
錫
也
。
と
見
h
、
元

秘
十
四
年
の
郷
村
名
義
抄
に
、
石
川
郡
長
銀
村
は
寛
文
十
一
年
に
長

官
之
下
に
新
開
村
立
仕
に
付
、
長
坂
村
と
村
名
義
成
。
説
p
。

三
州
志
楽
園
概
覧
非
人
小
屋
の
僚
に
去
ふ
。
寛
文
九
年
三
月
鰻
寡
孤

濁
の
病
人
・
飢
人
等
に
衣
食
を
奥
へ
、
非
人
小
屋
を
作
り
て
入
れ
さ

せ
ら
る
。
一
設
に
は
寛
文
十
年
長
野
に
於
て
乞
食
に
施
粥
等
の
事
有

り
て
、
笠
舞
に
小
屋
を
治
り
、
六
月
廿
二
日
よ
り
乞
食
共
を
養
ふ
。

共
の
後
非
人
小
屋
の
男
女
を
配
偶
し
て
百
姓
と
友
し
、
農
具
・
作
食

等
を
賜
は
り
、
野
端
山
の
畿
を
開
墾
し
て
新
邑
を
建
つ
。
之
を
長
坂

村
と
鋭
す
。
と
あ
り
。
按
守
る
に
、
泉
野
は
地
高
の
地
に

τ、
用
水
に
不

自
由
な
り
し
ゅ
ゑ
、
昔
よ
り
不
毛
の
地
と
・
な
し
た
る
荒
地
た
り
し
か

五




